
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

の

完

了

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

担

当

課

（

室

）

○

選

挙

権

を

有

す

る

者

の

総

数

の

五

十

分

の

一

の

選

挙

管

理

委

員

会

目

次

数

及

び

三

分

の

一

の

数

【

告

示

】

○

救

急

病

院

の

指

定

医

療

推

進

課

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

の

更

新

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

医

療

機

関

の

指

障

害

福

祉

課

定

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

医

療

機

関

の

事

〃

業

の

廃

止

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

介

護

機

関

の

指

〃

定

○

〃

〃

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

介

護

機

関

の

事

〃

業

の

廃

止

○

保

安

林

の

指

定

施

業

要

件

の

変

更

予

定

治

山

課

○

土

砂

災

害

警

戒

区

域

の

指

定

の

解

除

防

災

砂

防

課

○

土

砂

災

害

警

戒

区

域

等

の

指

定

〃

【

公

告

】

○

落

札

者

等

の

決

定

産

業

振

興

課

○

〃

〃

○

〃

〃

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

岡

山

県

公

報

平成２９年３月１４日 第１１８７１号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
三
号

次
の
病
院
は
、
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
に
規
定

す
る
救
急
病
院
で
あ
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

渡
辺
病
院

所
在
地

新
見
市
高
尾
二
二
七
八

一

－

名

称

真
庭
市
国
民
健
康
保
険
湯
原
温
泉
病
院

所
在
地

真
庭
市
下
湯
原
五
六

名

称

総
合
病
院
津
山
第
一
病
院

所
在
地

津
山
市
中
島
四
三
八

二

有
効
期
限

平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成２９年３月１４日　岡山県公報　第１１８７１号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
四
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。

平
成
二
十
九
年
三
月
十
四
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

更
新
年
月
日

こ
こ
ろ
の
健
康

こ
う
や
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク

津
山
市
河
辺
九
三
一

八

平
成
二
十
九
年
三
月
十
一
日

－

平成２９年３月１４日　岡山県公報　第１１８７１号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
五
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
四
十
九
条

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平

（
）

（
（

。
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

医
療
扶
助
又
は
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た

）
）
。

、

平
成
二
十
九
年
三
月
十
四
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

病
院
，
診
療
所
又
は
薬
局

名
称

所
在

地
指
定
年
月
日

株
式
会
社
ダ
テ
薬
局
メ
ル
カ
店

玉
野
市
宇
野
１
－
３
８
－
１

H
2
9
.
１
.
１

平成２９年３月１４日　岡山県公報　第１１８７１号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
六
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
条
の
二

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平

（
）

（
（

。
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

指
定
医
療
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
の
廃
止
の
届
出
が
あ

た

）
）
。

っ

、

平
成
二
十
九
年
三
月
十
四
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

１
病
院
，
診
療
所
又
は
薬
局名

称
所

在
地

廃
止
年
月
日

株
式
会
社
ダ
テ
薬
局
メ
ル
カ
店

玉
野
市
宇
野
１
－
３
８
－
１

H
28
.
1
2
.
3
1

２
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
等

名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
名
称

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
所
在
地

廃
止
年
月
日

医
療
法
人
平
病
院

和
気
郡
和
気
町
尺
所
４
３
８

え
が
お
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
わ
け

和
気
郡
和
気
町
日
室
１
７
１
－
１

H
2
9
.
１
.
3
1

平成２９年３月１４日　岡山県公報　第１１８７１号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
七
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
四
条
の
二
第
一
項

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す

（
）

（
る
法
律

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

介
護
扶
助
又
は
介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
居
宅
介
護
を
担
当
さ
せ
る
介
護
機
関
を
次
の
と
お

（
）

）
。

、

。

り
指
定
し
た

平
成
二
十
九
年
三
月
十
四
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

事
業
者
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

居
宅
介
護
事
業
所
の
名
称

居
宅
介
護
事
業
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

株
式
会
社
成
和
サ
ポ
ー
ト

浅
口
郡
里
庄
町
里
見
６
３
０
４
－
１

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
千
寿
館

笠
岡
市
美
の
浜
２
７
－
１
４

H
2
9
.
１
.１

平成２９年３月１４日　岡山県公報　第１１８７１号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
八
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
四
条
の
二
第
一
項

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す

（
）

（
る
法
律

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

介
護
扶
助
又
は
介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
介
護
予
防
を
担
当
さ
せ
る
介
護
機
関
を
次
の
と
お

（
）

）
。

、

。

り
指
定
し
た

平
成
二
十
九
年
三
月
十
四
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

事
業
者
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

介
護
予
防
事
業
所
の
名
称

介
護
予
防
事
業
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

株
式
会
社
成
和
サ
ポ
ー
ト

浅
口
郡
里
庄
町
里
見
６
３
０
４
－
１

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
千
寿
館

笠
岡
市
美
の
浜
２
７
－
１
４

H
2
9
.
１
.１

平成２９年３月１４日　岡山県公報　第１１８７１号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
九
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条
の
二

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等

（
）

（
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

指
定
介
護
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
の
廃
止
の

（
）

）
。

、

。

届
出
が
あ

た
っ

平
成
二
十
九
年
三
月
十
四
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

事
業
者

種
類

名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

事
業
所
の
名
称

事
業
所
の
所
在
地

廃
止
年
月
日

居
宅
介
護
事
業
者

株
式
会
社
ダ
テ
薬
局

玉
野
市
築
港
１
－
１
１
－
１
９

株
式
会
社
ダ
テ
薬
局
メ
ル
カ
店

玉
野
市
宇
野
１
－
３
８
－
１

H
2
8
.
1
2
.
3
1

介
護
予
防
事
業
者

株
式
会
社
ダ
テ
薬
局

玉
野
市
築
港
１
－
１
１
－
１
９

株
式
会
社
ダ
テ
薬
局
メ
ル
カ
店

玉
野
市
宇
野
１
－
３
８
－
１

H
2
8
.
1
2
.
3
1

居
宅
介
護
事
業
者

医
療
法
人
平
病
院

和
気
郡
和
気
町
尺
所
４
３
８

え
が
お
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
わ
け

和
気
郡
和
気
町
日
室
１
７
１
－
１

H
2
9
.
１
.
3
1

介
護
予
防
事
業
者

医
療
法
人
平
病
院

和
気
郡
和
気
町
尺
所
４
３
８

え
が
お
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
わ
け

和
気
郡
和
気
町
日
室
１
７
１
－
１

H
2
9
.
１
.
3
1

平成２９年３月１４日　岡山県公報　第１１８７１号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
四
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

倉
敷
市
広
江
一
丁
目
一
七
八
、
一
七
九
の
一
、
一
八
〇
の
一

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
倉
敷
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に

供
す
る
。
）

平成２９年３月１４日　岡山県公報　第１１８７１号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
四
十
一
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
岡
山
市
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
を

次
の
と
お
り
解
除
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
を
解
除
す
る

な
る
自
然
現
象
の
種
類

区
域

二
〇
一
Ｋ
楢
津
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
楢
津
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
片
岡
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
片
岡
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
宗
津
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
宗
津
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
宗
津
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
迫
川
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
植
松
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
植
松
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
植
松
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
川
張
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
川
張
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
宗
津
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
宗
津
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
迫
川
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
迫
川
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
迫
川
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
迫
川
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
迫
川
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
迫
川
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
一
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
一
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
一
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て
、
「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

県
備
前
県
民
局
建
設
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
四
十
二
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
岡
山

市
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す

る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
砂
災
害
警
戒
区
域

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

二
〇
一
Ｋ
楢
津
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
楢
津
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
片
岡
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
片
岡
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
宗
津
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
宗
津
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
宗
津
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
迫
川
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
植
松
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
植
松
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
植
松
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
川
張
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
川
張
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
宗
津
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
宗
津
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
迫
川
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
迫
川
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
迫
川
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
迫
川
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
迫
川
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
一
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
一
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
一
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域
及
び
法

な
る
自
然
現
象
の
種
類

第
九
条
第
二
項
括
弧

書
に
規
定
す
る
土
砂

災
害
警
戒
区
域
等
に

お
け
る
土
砂
災
害
防
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止
対
策
の
推
進
に
関

す
る
法
律
施
行
令

（
平
成
十
三
年
政
令

第
八
十
四
号
）
で
定

め
る
衝
撃
に
関
す
る

事
項

二
〇
一
Ｋ
楢
津
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
楢
津
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
片
岡
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
片
岡
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
宗
津
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
宗
津
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
宗
津
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
迫
川
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｋ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
植
松
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
植
松
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
植
松
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
川
張
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
川
張
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
宗
津
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
宗
津
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
迫
川
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
迫
川
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
迫
川
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
迫
川
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
迫
川
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
彦
崎
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
一
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
一
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
一
Ｄ
灘
崎
町
奥
迫
川
〇
一
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て
、
「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

県
備
前
県
民
局
建
設
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
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〔
七
八
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年

）

、

、

。

政
令
第
三
百
七
十
二
号

に
基
づ
き

特
定
調
達
契
約
に
つ
き

次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し
た

平
成
二
十
九
年
三
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

借
入
件
名
及
び
数
量

電
界
放
出
形
走
査
電
子
顕
微
鏡

一
式

二

借
入
期
間

平
成
二
十
九
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
四
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
総
務
課

岡
山
市
北
区
芳
賀
五
三
〇
一
番
地

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
日

五

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
株
式
会
社

広
島
県
広
島
市
中
区
立
町
二
番
二
七
号

六

落
札
金
額

一
月
当
た
り
一
、
〇
一
二
、
五
〇
〇
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
七
五
、
〇
〇
〇

円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

八

入
札
公
告
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
六
日
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〔
七
九
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年

）

、

、

。

政
令
第
三
百
七
十
二
号

に
基
づ
き

特
定
調
達
契
約
に
つ
き

次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し
た

平
成
二
十
九
年
三
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

借
入
件
名
及
び
数
量

Ｄ
Ｔ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
情
報
端
末

一
式

二

借
入
期
間

平
成
二
十
九
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
四
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
総
務
課

岡
山
市
北
区
芳
賀
五
三
〇
一
番
地

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
二
十
九
年
二
月
三
日

五

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
株
式
会
社

広
島
県
広
島
市
中
区
立
町
二
番
二
七
号

六

落
札
金
額

一
月
当
た
り
四
九
六
、
四
五
四
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
三
六
、
七
七
四
円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

八

入
札
公
告
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
日

平成２９年３月１４日　岡山県公報　第１１８７１号



〔
八
〇
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年

）

、

、

。

政
令
第
三
百
七
十
二
号

に
基
づ
き

特
定
調
達
契
約
に
つ
き

次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し
た

平
成
二
十
九
年
三
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

借
入
件
名
及
び
数
量

恒
温
槽
付
万
能
材
料
試
験
機

一
式

二

借
入
期
間

平
成
二
十
九
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
四
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
総
務
課

岡
山
市
北
区
芳
賀
五
三
〇
一
番
地

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
二
十
九
年
二
月
三
日

五

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
株
式
会
社

広
島
県
広
島
市
中
区
立
町
二
番
二
七
号

六

落
札
金
額

一
月
当
た
り
五
八
九
、
三
五
六
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
四
三
、
六
五
六
円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

八

入
札
公
告
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
日
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〔
八
一
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
三
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

都
窪
郡
早
島
町
早
島
字
大
沢
四
五
二
八
、
四
五
二
九

一
、
四
五
三
二

一
、
四
五
三
二

二

－
－

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

岡
山
市
南
区
山
田
一
〇
五
五

四
－

赤
帽
岡
山
県
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

理
事
長

大
西

竜
市

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
九
三
号
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
十
六
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項

に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
並
び
に
同
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第

八
十
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
並
び
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
挙
権
を

有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は

そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と

を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に

八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
十
四
日

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

藤

原

健

補

一

選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数

三
一
、
九
四
三

二

選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場

合
に
あ
っ
て
は
そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を

乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八

十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十

万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数

（
地
方
自
治
法
第
八
十
条
第
一
項
に
規

）

定
す
る
場
合
を
除
く

）

二
九
九
、
六
四
三

。

三

地
方
自
治
法
第
八
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ

の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が

八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四

十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た

数
）選

挙

区

数

選

挙

区

数

岡
山
市
北
区
・
加
賀
郡

八
四
、
〇
〇
九

高

梁

市

九
、
一
五
五
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岡

山

市

中

区

三
九
、
六
五
三

新

見

市

八
、
八
四
三

岡

山

市

東

区

二
六
、
七
〇
九

備

前

市

・

和

気

郡

一
四
、
五
〇
一

岡

山

市

南

区

四
六
、
四
三
六

瀬

戸

内

市

一
〇
、
六
八
四

倉

敷

市

・

都

窪

郡

一
三
四
、
二
九
六

赤

磐

市

一
二
、
三
三
九

津
山
市
・
苫
田
郡
・

三
七
、
〇
六
一

真

庭

市

・

真

庭

郡

一
三
、
六
六
四

勝

田

郡

玉

野

市

一
七
、
六
三
四

美

作

市

・

英

田

郡

八
、
六
六
五

笠

岡

市

一
四
、
四
三
八

浅

口

市

・

浅

口

郡

一
三
、
一
〇
一

井

原

市

・

小

田

郡

一
五
、
九
五
九

久

米

郡

五
、
七
六
二

総

社

市

一
八
、
五
一
四
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